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  ★★  22001199 年年意意匠匠法法改改正正とと画画像像  ★★  

 今月は意匠改正法（施行日未定）の中の「画像」に関する改正部分を見てみたいと思います。画像は

今回の法改正によって初めて登録可能になるのではありません。画像は現行法でも登録可能ですが、改

正法では適用範囲が広がるということです。 

1. 現行法では次のような登録が可能です。（特許庁資料より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「電子計算機」（図示のものは「スマホ」のようです）の場合は、ソフトウェアと一体化して具体的な

機能を有するようになるので、出願するときには「○○機能付き電子計算機」とする必要があります。 

２．現行法の限界 

 (1) プリインストール又はダウンロードにより物品に記録された画像でなければならず、ネットワー

クを通じて表示される画像は保護の対象となりません。 

 (2) 物品に表示される画像のみ保護の対象となり、それ以外に表示される場合には保護の対象となり

ません。 

３. 改正法の取り扱い 

 (1) 物品との関連性が外れたので、画像の表示場所や記録場所について制約なく登録が可能となります。

画像の表示場所は、壁面や道路などでもよく、記録場所もクラウドサーバーのように機器の外部で

あっても構いません。しかし、「機器の操作の用に供されるもの又は機器がその機能を発揮した結

果として表示されるもの」（改正意匠法 2 条）という限定がありますので、壁紙等の装飾的な画像

やゲーム等のコンテンツ画像は保護対象から外れます。 

 (2) 実例 

下の例は過去の特許庁資料にあったものです。明言されていませんが、改正法において、（他の条

件を満たせば）おそらく登録可能となるものと考えられます。 
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